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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】複数のＬＥＤアレイユニットを相互に連結可能
としたレイアウトの自由度の高い連結型ＬＥＤアレイユ
ニットを提供する。
【解決手段】一方の連結型ＬＥＤアレイユニット１０の
ハウジング１１の先端面に形成された一対の連結ピンと
、他方の連結型ＬＥＤアレイユニット２０のハウジング
２１の基端面に形成された一対の連結孔とを押込み嵌合
することで、一方の連結型ＬＥＤアレイユニット１０と
他方の連結型ＬＥＤアレイユニット２０とが直線状に並
べて連結される。この連結常態では、一方のハウジング
１１に形成された回路パターン１３と他方のハウジング
２１に形成された回路パターン２３とが相互に電気的に
接続されるため、連結型ＬＥＤアレイユニット１０，２
０に直線状に配列されたそれぞれ１２個のＬＥＤチップ
が点灯可能となる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
給電用の回路パターンが形成された板状のハウジングと、このハウジングの長手方向に沿
う直線状に配列されて前記回路パターンに接続された複数のＬＥＤチップまたはＬＥＤパ
ッケージとを備える連結型のＬＥＤアレイユニットであって、
　相互に連結される各ＬＥＤアレイユニットのハウジング同士を連結するための連結部と
、各ハウジングに形成された回路パターンを相互に電気的に接続するためのコネクタ部と
が設けられていることを特徴とする連結型ＬＥＤアレイユニット。
【請求項２】
前記連結部は、相互に連結される各ＬＥＤアレイユニットのハウジング同士を長手方向に
直線状に並べて連結するように構成されていることを特徴とする請求項１に記載の連結型
ＬＥＤアレイユニット。
【請求項３】
前記連結部は、相互に連結される各ＬＥＤアレイユニットのハウジング同士を幅方向に平
行に並べて連結するように構成されていることを特徴とする請求項１に記載の連結型ＬＥ
Ｄアレイユニット。
【請求項４】
前記連結部は、相互に連結される各ＬＥＤアレイユニットのハウジング同士をＴ字状に連
結するように構成されていることを特徴とする請求項１に記載の連結型ＬＥＤアレイユニ
ット。
【請求項５】
前記コネクタ部が前記連結部を兼用していることを特徴とする請求項１～４の何れか１項
に記載の連結型ＬＥＤアレイユニット。
【請求項６】
前記コネクタ部は、相互に連結される一方のハウジングに形成された導電メッキ層を有す
るコネクタ凸部と、このコネクタ凸部に嵌合するように他方のハウジングに形成された導
電メッキ層を有するコネクタ凹部とで構成されていることを特徴とする請求項１～５の何
れか１項に記載の連結型ＬＥＤアレイユニット。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数のＬＥＤチップまたはＬＥＤパッケージを直線状に配列して備えるＬＥ
Ｄアレイユニットに関し、詳しくは、相互に連結可能に構成された連結型ＬＥＤアレイユ
ニットに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　複数のＬＥＤチップまたはＬＥＤパッケージを直線状に配列して備えるＬＥＤアレイユ
ニットが従来一般に知られている。この種のＬＥＤアレイユニットは、例えば「光源モジ
ュール」や「ＬＥＤバックライトユニット」として液晶ディスプレイのバックライト用に
使用される（特許文献１、２、３参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００２－１６４６３８号公報
【特許文献２】特開２００７－２２７３７４号公報
【特許文献３】特開２００８－６０２０４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、特許文献１に記載されている「光源モジュール」や特許文献２、３に記載さ
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れている「ＬＥＤバックライトユニット」などのＬＥＤアレイユニットは、何れも独立し
た単体として構成されている。このため、複数のＬＥＤアレイユニットを長手方向に直線
状に並べて連結し、あるいは幅方向に平行に並べて連結するなどのレイアウトの自由度が
低いという問題がある。
【０００５】
　本発明は、このような先行技術の問題点に対応してなされたものであり、複数のＬＥＤ
アレイユニットを相互に連結可能としたレイアウトの自由度の高い連結型ＬＥＤアレイユ
ニットを提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　このような課題を解決するため、本発明に係る連結型ＬＥＤアレイユニットは、給電用
の回路パターンが形成された板状のハウジングと、このハウジングの長手方向に沿う直線
状に配列されて回路パターンに接続された複数のＬＥＤチップまたはＬＥＤパッケージと
を備える連結型のＬＥＤアレイユニットであって、相互に連結される各ＬＥＤアレイユニ
ットのハウジング同士を連結するための連結部と、各ハウジングに形成された回路パター
ンを相互に電気的に接続するためのコネクタ部とが設けられていることを特徴とする。
【０００７】
　本発明に係る連結型ＬＥＤアレイユニットでは、相互に連結される各ＬＥＤアレイユニ
ットのハウジング同士を連結部によって連結し、かつ、各ハウジングに形成された回路パ
ターンをコネクタ部によって相互に電気的に接続することにより、相互に連結された各Ｌ
ＥＤアレイユニットの複数のＬＥＤチップまたはＬＥＤパッケージが点灯可能となる。
【０００８】
　本発明の連結型ＬＥＤアレイユニットにおいて、連結部は、相互に連結される各ＬＥＤ
アレイユニットのハウジング同士を長手方向に直線状に並べて連結するように構成されて
いてもよいし、ハウジング同士を幅方向に平行に並べて連結するように構成されていても
よい。また、ハウジング同士をＴ字状に連結するように構成されていてもよい。
【０００９】
　また、本発明の連結型ＬＥＤアレイユニットにおいて、コネクタ部は、連結部を兼用す
るように構成することができる。
【００１０】
　さらに、本発明の連結型ＬＥＤアレイユニットにおいて、コネクタ部は、相互に連結さ
れる一方のハウジングに形成された導電メッキ層を有するコネクタ凸部と、このコネクタ
凸部に嵌合するように他方のハウジングに形成された導電メッキ層を有するコネクタ凹部
とで構成することができる。
【００１１】
　この場合、コネクタ凸部およびコネクタ凹部の成形を容易にし、かつ、両者の接続作業
を容易にするため、コネクタ凸部は先端部が半円状の平面形状を有するものとし、コネク
タ凹部は奥部が半円状の平面形状を有するものとするのが好ましい。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明に係る連結型ＬＥＤアレイユニットでは、相互に連結される各連結型ＬＥＤアレ
イユニットのハウジング同士を連結部によって連結し、かつ、各ハウジングに形成された
回路パターンをコネクタ部によって相互に電気的に接続することにより、相互に連結され
た各連結型ＬＥＤアレイユニットの複数のＬＥＤチップまたはＬＥＤパッケージが点灯可
能となる。従って、本発明の連結型ＬＥＤアレイユニットによれば、複数の連結型ＬＥＤ
アレイユニットを相互に連結することができ、自由度の高いレイアウトが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の第１実施形態に係る連結型ＬＥＤアレイユニットの斜視図である。
【図２】第１実施形態の連結型ＬＥＤアレイユニットのハウジングに形成されたリフレク
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タ凹部の拡大斜視図である。
【図３】第１実施形態の連結型ＬＥＤアレイユニットのハウジングに形成された回路パタ
ーンの回路図である。
【図４】第１実施形態の連結型ＬＥＤアレイユニットのハウジングに形成された連結部お
よびコネクタ部の拡大斜視図である。
【図５】第１実施形態の連結型ＬＥＤアレイユニットの変形例を示す斜視図である。
【図６】本発明の第２実施形態に係る連結型ＬＥＤアレイユニットの斜視図である。
【図７】本発明の第３実施形態に係る連結型ＬＥＤアレイユニットの斜視図である。
【図８】第３実施形態に係る連結型ＬＥＤアレイユニットの接続例を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、添付の図面を参照して本発明に係る連結型ＬＥＤアレイユニットの実施形態を説
明する。図１に示す第１実施形態の連結型ＬＥＤアレイユニットは、例えば液晶ディスプ
レイのバックライト用として使用されるものであり、相互に連結される２つの連結型ＬＥ
Ｄアレイユニット１０，２０を備えている。
【００１５】
　連結型ＬＥＤアレイユニット１０，２０は、それぞれ断面形状がＬ字形の長板状を呈す
るハウジング１１，２１と、これらの長手方向に沿ってハウジング１１，２１の縦片１１
Ａ，２１Ａの内面に例えば１２個づつそれぞれ直線状に配列されたＬＥＤチップ（図２参
照）と、これらのＬＥＤチップに給電するようにハウジング１１，２１の縦片１１Ａ，２
１Ａの内面から横片１１Ｂ，２１Ｂの上面にわたって形成された回路パターン１３，２３
とを備えている。
【００１６】
　ハウジング１１，２１は、例えば１００～１５０ｍｍの範囲の適宜の長さを有するもの
であり、耐熱性があって熱伝導性の高い合成樹脂、例えばポリフェニレンサルファイド（
ＰＰＳ）により成形されている。なお、このハウジング１１，２１は、ポリカーボネート
（ＰＣ）や液晶ポリマー（ＬＣＰ）、あるいはポリフタリルアミド（ＰＰＡ）やポリアミ
ド（ＰＡ）などで構成されていてもよい。
【００１７】
　このようなハウジング１１，２１の縦片１１Ａ，２１Ａの内面には、直線状に配列され
る各ＬＥＤチップを収容して実装するための複数のリフレクタ凹部１１Ｃ，２１Ｃが所定
間隔で形成されている。このリフレクタ凹部１１Ｃ，２１Ｃは、図２に拡大して示すよう
に、正面形状が横向きの長方形であって、その底部にＬＥＤチップ１２，２２が実装され
ている。
【００１８】
　各ＬＥＤチップ１２，２２は、例えば白色発光させるために青色を発光するものであり
、リフレクタ凹部１１Ｃ，２１Ｃに充填されたエポキシ樹脂やシリコン樹脂などの封入樹
脂（図示省略）により封入されている。この封入樹脂には、ＬＥＤチップ１２，２２の青
色発光によりその補色の黄色を発光する蛍光体が分散して配合されている。
【００１９】
　回路パターン１３，２３は、例えば、銅（Ｃｕ），ニッケル（Ｎｉ），銀（Ａｇ）のメ
ッキ層を順次積層した３層構造の導電メッキ層で構成されている。なお、この導電メッキ
層は、銀（Ａｇ），ニッケル（Ｎｉ），銅（Ｃｕ），ニッケル（Ｎｉ），銀（Ａｇ）のメ
ッキ層を順次積層した５層構造としてもよい。
【００２０】
　図３の回路図に示すように、一方の連結型ＬＥＤアレイユニット１０のハウジング１１
に形成される回路パターン１３は、ハウジング１１の基端側に配列される６個のＬＥＤチ
ップ１２，１２…を直列に接続する回路パターン１３Ａと、ハウジング１１の先端側に配
列される６個のＬＥＤチップ１２，１２…を直列に接続する回路パターン１３Ｂとを有す
る。
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【００２１】
　同様に、他方の連結型ＬＥＤアレイユニット２０のハウジング２１に形成される回路パ
ターン２３は、ハウジング２１の基端側に配列される６個のＬＥＤチップ２２，２２…を
直列に接続する回路パターン２３Ａと、ハウジング２１の先端側に配列される６個のＬＥ
Ｄチップ２２，２２…を直列に接続する回路パターン２３Ｂとを有する。
【００２２】
　ここで、一方のハウジング１１には、他方のハウジング２１に形成された回路パターン
２３Ａ，２３Ｂに接続可能な回路パターン１３Ｃ，１３Ｄが形成されており、この回路パ
ターン１３Ｃ，１３Ｄおよび回路パターン１３Ａ，１３Ｂの集合電極が一方のハウジング
１１の基端側に形成されている。そして、この集合電極は、各抵抗Ｒ、スイッチＳＷおよ
びコンバータＣＶを有する電源回路に例えば８ピンコネクタＣＮを介して接続されている
。
【００２３】
　ここで、図１に示した一方の連結型ＬＥＤアレイユニット１０のハウジング１１の先端
面と、他方の連結型ＬＥＤアレイユニット２０のハウジング２１の基端面との間には、一
方のハウジング１１と他方のハウジング２１とを長手方向に直線状に並べて連結するため
の連結部と、一方のハウジング１１に形成された回路パターン１３Ｃ，１３Ｄと他方のハ
ウジング２１に形成された回路パターン２３Ａ，２３Ｂとを相互に電気的に接続するため
のコネクタ部とが設けられている（図４参照）。
【００２４】
　図４に拡大して示すように、連結部は、一方のハウジング１１の横片１１Ｂの先端面に
突出して形成された左右一対の連結ピン１４Ａ，１４Ａと、この連結ピン１４Ａ，１４Ａ
が着脱自在に押込み嵌合できるように他方のハウジング２１の横片２１Ｂの基端面に形成
された左右一対の連結孔１４Ｂ，１４Ｂとで構成されている。
【００２５】
　なお、一対の連結ピン１４Ａ，１４Ａは、一方のハウジング１１の縦片１１Ａの先端面
に形成されていてもよいし、縦片１１Ａの先端面と横片１１Ｂの先端面とに分離して形成
されていてもよい。この場合、一対の連結孔１４Ｂ，１４Ｂは、他方のハウジング２１の
縦片２１Ａの先端面に形成されるか、縦片２１Ａの先端面と横片２１Ｂの先端面とに分離
して形成される。
【００２６】
　コネクタ部は、一方のハウジング１１の横片１１Ｂの先端面に突出して形成された４つ
のコネクタ凸部１５Ａ，１５Ａ…と、このコネクタ凸部１５Ａ，１５Ａ…が着脱自在に押
込み嵌合できるように他方のハウジング２１の横片２１Ｂの基端面に形成された４つのコ
ネクタ凹部１５Ｂ，１５Ｂ…とで構成されている。
【００２７】
　ここで、コネクタ凸部１５Ａ，１５Ａ…およびコネクタ凹部１５Ｂ，１５Ｂ…は、その
成形が容易であり、かつ、両者の接続作業が容易となるような平面形状とされている。す
なわち、コネクタ凸部１５Ａ，１５Ａ…は、先端部が半円状の平面形状に形成され、コネ
クタ凹部１５Ｂ，１５Ｂ…は、奥部が半円状の平面形状に形成されている。
【００２８】
　そして、コネクタ凸部１５Ａ，１５Ａ…の表面には、一方のハウジング１１に形成され
た回路パターン１３Ｃ，１３Ｄに連続する導電メッキ層が形成され、コネクタ凹部１５Ｂ
，１５Ｂ…の表面には、他方のハウジング２１に形成された回路パターン２３Ａ，２３Ｂ
に連続する導電メッキ層が形成されている。
【００２９】
　以上のように構成された第１実施形態に係る連結型ＬＥＤアレイユニットでは、一方の
連結型ＬＥＤアレイユニット１０のハウジング１１の先端面に突出して形成された一対の
連結ピン１４Ａ，１４Ａと、他方の連結型ＬＥＤアレイユニット２０のハウジング２１の
基端面に形成された一対の連結孔１４Ｂ，１４Ｂとを押込み嵌合することで、一方の連結
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型ＬＥＤアレイユニット１０のハウジング１１と他方の連結型ＬＥＤアレイユニット２０
のハウジング２１とが長手方向に直線状に並べて連結される。
【００３０】
　その際、一方の連結型ＬＥＤアレイユニット１０のハウジング１１の先端面に突出して
形成された４つのコネクタ凸部１５Ａ，１５Ａ…と、他方の連結型ＬＥＤアレイユニット
２０のハウジング２１の基端面に形成された４つのコネクタ凹部１５Ｂ，１５Ｂ…とが押
込み嵌合されることで、その表面に形成された導電メッキ層を介して一方のハウジング１
１に形成された回路パターン１３Ｃ，１３Ｄと他方のハウジング２１に形成された回路パ
ターン２３Ａ，２３Ｂとが相互に電気的に接続される。
【００３１】
　その結果、相互に直線状に並べて連結された連結型ＬＥＤアレイユニット１０，２０に
直線状に配列されたそれぞれ１２個のＬＥＤチップ１２，１２…およびＬＥＤチップ２２
，２２…が点灯可能となる。
【００３２】
　すなわち、第１実施形態の連結型ＬＥＤアレイユニットによれば、２つの連結型ＬＥＤ
アレイユニット１０，２０を必要に応じて直線状に連結することができ、その連結状態で
各連結型ＬＥＤアレイユニット１０，２０に直線状に配列されたそれぞれ１２個のＬＥＤ
チップ１２，１２…およびＬＥＤチップ２２，２２…を点灯させることができるため、自
由度の高いレイアウトが可能となる。
【００３３】
　本発明の連結型ＬＥＤアレイユニットは、前述した第１実施形態に限定されるものでは
ない。例えば、図４に示した一対の連結ピン１４Ａ，１４Ａおよび一対の連結孔１４Ｂ，
１４Ｂで構成される連結部は省略し、この連結部の機能をコネクタ凸部１５Ａ，１５Ａ…
およびコネクタ凹部１５Ｂ，１５Ｂ…で構成されるコネクタ部に兼用させてもよい。
【００３４】
　また、図１に示した連結型ＬＥＤアレイユニット１０，２０のハウジング１１，２１の
形状は、図５に示すような長板状に変更可能である。
【００３５】
　ここで、本発明の連結型ＬＥＤアレイユニットは、図６に示す第２実施形態の連結型Ｌ
ＥＤアレイユニット３０，４０として構成することができる。この連結型ＬＥＤアレイユ
ニット３０，４０は、相互に直線状に連結されるものであり、断面形状が長方形の横長の
バー状を呈するハウジング３１，４１を備えている。これらのハウジング３１，４１の上
面には、その長手方向に沿ってそれぞれ１６個の表面実装型のＬＥＤパッケージ３２，４
２が直線状に配列されて実装されている。
【００３６】
　そして、ハウジング３１，４１の上面には、ＬＥＤパッケージ３２，４２に給電するた
めの回路パターン３３，４３が形成されている。また、図示は省略するが、一方のハウジ
ング３１の先端面と他方のハウジング４１の基端面との間には、図４に示したものと同様
に構成された連結部およびコネクタ部が設けられている。
【００３７】
　また、本発明の連結型ＬＥＤアレイユニットは、図７に示す第３実施形態の連結型ＬＥ
Ｄアレイユニット５０として構成することができる。この連結型ＬＥＤアレイユニット５
０は、平面形状が長方形の厚板状のハウジング５１を備えたものであり、ハウジング５１
の上面には、４個の表面実装型のＬＥＤパッケージ５２，５２…が長手方向に沿って直線
状に配列されて実装されている。そして、これらのＬＥＤパッケージ５２，５２…に給電
するための回路パターン５３がハウジング５１の上面に形成されている。
【００３８】
　ここで、ハウジング５１の一端面には、図４に示した左右一対の連結孔１４Ｂ，１４Ｂ
および４つのコネクタ凹部１５Ｂ，１５Ｂに相当する左右一対の連結孔５４Ｂ，５４Ｂお
よび２つのコネクタ凹部５５Ｂ，５５Ｂが形成されている。なお、図示省略するが、同様
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の左右一対の連結孔および２つのコネクタ凹部がハウジング５１の一側面の長手方向中央
部にも形成されている。
【００３９】
　また、ハウジング５１の他端面および他側面の長手方向中央部には、図４に示した左右
一対の連結ピン１４Ａ，１４Ａおよび４つのコネクタ凸部１５Ａ，１５Ａ…に相当する左
右一対の連結ピン５４Ａ，５４Ａおよび２つのコネクタ凸部５５Ａ，５５Ａが形成されて
いる。
【００４０】
　図７に示した連結型ＬＥＤアレイユニット５０は、同図に示すように、同様に構成され
た他の連結型ＬＥＤアレイユニット５０と相互にＴ字状に連結することができる。この場
合、一方の連結型ＬＥＤアレイユニット５０のハウジング５１の他側面における長手方向
中央部に形成された左右一対の連結ピン５４Ａ，５４Ａと、他方の連結型ＬＥＤアレイユ
ニット２０のハウジング５１の一端面に形成された左右一対の連結孔５４Ｂ，５４Ｂとが
押込み嵌合される。
【００４１】
　その際、一方の連結型ＬＥＤアレイユニット５０のハウジング５１の他側面における長
手方向中央部に形成された２つのコネクタ凸部５５Ａ，５５Ａと、他方の連結型ＬＥＤア
レイユニット２０のハウジング５１の一端面に形成された２つのコネクタ凹部５５Ｂ，５
５Ｂとが押込み嵌合されることで、一方のハウジング５１に形成された回路パターン５３
と他方のハウジング５１に形成された回路パターン５３とが相互に電気的に接続される。
その結果、相互にＴ字状に連結された連結型ＬＥＤアレイユニット５０，５０のそれぞれ
に直線状に配列された４個のＬＥＤチップ５２，５２…がそれぞれ点灯可能となる。
【００４２】
　また、図７に示した連結型ＬＥＤアレイユニット５０は、図８に示すように、同様に構
成された他の連結型ＬＥＤアレイユニット５０と相互に直線状に連結することもできるし
、相互に平行に並べて連結することもできる。相互に直線状に連結する場合、一方の連結
型ＬＥＤアレイユニット５０の他端面に形成された左右一対の連結ピン５４Ａ，５４Ａお
よび２つのコネクタ凸部５５Ａ，５５Ａと、他方の連結型ＬＥＤアレイユニット５０の一
端面に形成された左右一対の連結孔５４Ｂ，５４Ｂおよび２つのコネクタ凹部５５Ｂ，５
５Ｂとがそれぞれ押込み嵌合される。
【００４３】
　一方、相互に平行に並べて連結する場合、一方の連結型ＬＥＤアレイユニット５０のハ
ウジング５１の他側面における長手方向中央部に形成された左右一対の連結ピン５４Ａ，
５４Ａおよび２つのコネクタ凸部５５Ａ，５５Ａと、他方の連結型ＬＥＤアレイユニット
５０のハウジング５１の一側面における長手方向中央部に形成された図示しない左右一対
の連結孔および２つのコネクタ凹部とがそれぞれ押込み嵌合される。
【符号の説明】
【００４４】
１０，２０…連結型ＬＥＤアレイユニット
１１，２１…ハウジング
１２，２２…ＬＥＤチップ
１３，２３…回路パターン
１３Ａ～１３Ｄ…回路パターン
２３Ａ，２３Ｂ…回路パターン
１４Ａ…連結ピン
１４Ｂ…連結孔
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